
日本版ＢＰＳＤケアプログラムの実施について 

  

１ 事業の概要 

介護サービス事業者等の認知症ケアの質を向上し、認知症になっても

住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるまちづくりを推進

するため、東京都が平成３０年度から開始した、認知症とともに暮らす

地域あんしん事業補助事業における認知症ケアプログラム推進事業（補

助率１０／１０）を活用し、「日本版ＢＰＳＤ（認知症の行動・心理症状）

ケアプログラム」を導入する市内の事業者を支援するもの。 

２ 日本版ＢＰＳＤケアプログラムとは 

  東京都が、公益社団法人東京都医学総合研究所と協働し、認知症ケア

先進国であるスウェーデンで開発されたケアプログラムをもとに開発し

たもので、ＢＰＳＤの症状を点数化し、「見える化」することで、ケアに

関わる担当者が情報を共有するオンラインシステムを活用し、ケア計画

の策定等を行うもの。 

  都は、２年間で３区市の介護サービス事業所４４か所の協力を得て実

証実験を行った結果、認知症高齢者のＢＰＳＤの症状が改善した事例が

多く見られたことから、都内全体に普及を進めている。 

  イメージは、プログラムの紹介リーフレットの資料６－２を参照。 

３ 青梅市における取組内容 

 (1) 実施予定年度は、令和元年度から、令和２年度までの２年間を予定 

 (2) 補助基準額は、１事業所あたり７万円 

 (3) 補助対象経費は、補助対象事業の実施に必要な、パソコン、タブレ

ット、スマートフォン、無線ＬＡＮルーター等機器の購入費、初回

契約料金および設置工事費 

 (4) 補助率は、１０分の１０ 

 (5) システムに入力したり、活用するための研修等は、市が実施します。 

４ その他 

  青梅市では、令和元年５月１日現在、８事業所（９人）が研修を受け

ております。６月以降、改めて市内事業所に周知を予定しています。詳

細な内容については、東京都のホームページの中にある、「とうきょう認

知症ナビ」をご覧ください。 

   

以 上  
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